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序章 
本論文は、ルプランス・ド・ボーモン夫人(Jeanne-Marie Leprince de Beaumont, 1711－1780)





















































た、ボーモン夫人に大きな影響を与えた教育者としてマントノン夫人(Marquise de Maintenon, 










(Jean de La Fontaine, 1621－1695)の『寓話』(les Fables, 1668-94)や、フェヌロン(Fénelon, 
1651-1715)の『テレマックの冒険』(Aventures de Télémaque, 1699)といった王家の子どもたち
を対象にしたものが源流である。また、ペロー(Charles Perrault,1628‐1703)の『昔話』(Histoires 









































































 本論文は、ルプランス・ド・ボーモン夫人（Jeanne-Marie Leprince de Beaumont, 1711－1780）
が翻案したおとぎ話「美女と野獣」（« La Belle et la Bête », 1756）が、もともと女子教育の
教材として書かれた作品であることに注目し、この作品に託された教育内容及びその背景を考察
すること、またボーモン夫人による女子教育の理念を再評価することを目的としている。 
 ヨーロッパでは 18 世紀において、王侯貴族以外の階層でも子どもの教育への関心が高まると同
時に、宗教教理書や教科書ではなく娯楽を目的とした子どものための読み物が登場し始める。こ
うした背景のもと、フランスとイギリスでの家庭教師の経歴を持つボーモン夫人が著した一連の
教育読本、とりわけ『子どもの読本』（1756）は好評を博し、多くの言語に翻訳され広く受容され
た。「美女と野獣」は、ヴィルヌーヴ夫人が 1740 年に著した長篇物語『うら若きアメリカ娘と洋
上ものがたり』に挿入されたおとぎ話をボーモン夫人が大幅に短縮し、リライトして『子どもの
読本』に収めたもので、現代まで「美女と野獣」がさまざまな形で受容され続ける起点となった。
「子どもの読本」所収のおとぎ話は従来、教訓色の強いことが欠陥と見なされ、その教材として
の性質、具体的な教育内容に注目があたることが少なかった。本研究は、ボーモン版「美女と野
獣」の女子教育教材としてのありかたを、ヨーロッパ 18 世紀の教育思想や身体観を踏まえて明ら
かにするもので、フランス児童文学への斬新なアプローチとなっている。本論文は、序章・終章
を含め全 7章からなる。 
 序章では、研究背景、研究目的、先行研究について述べている。 
 第一章では、ボーモン夫人の「美女と野獣」に至るまでの、口承文芸・記載文芸を含めた「美
女と野獣」型物語の系譜について概観している。 
 第二章では、ヴィルヌーヴ夫人がサロンの成人女性読者に向けて書いた長篇小説のなかの挿話
「美女と野獣」を、ボーモン夫人が少女向けにどのような翻案したのかを論じている。 
 第三章では、18 世紀における教育論、作法や処世術をめぐる議論、児童文学の誕生と展開にお
いて、ボーモン夫人の仕事や思想がどのように位置づけられるかを論じている。ボーモン夫人の
おとぎ話において、他人と快適に共同生活を送る上での振る舞いの規範が示されている点も指摘
する。 
 第四章では、おとぎ話による教育に対するボーモン夫人の考え方についてまとめるために、ま
ず 18 世紀における『子ども読本』の評価と位置づけを検証し、次に『子どもの読本』のテクスト
に見られるボーモン夫人の教育理念を考察している。 
 第五章では、ボーモン版「美女と野獣」がいかなる点で女子教育のためのおとぎ話となってい
るのかについて論じる。とりわけ、『子どもの読本』においてペアの関係をなすおとぎ話「スピリ
チュエル王子」と「美女と野獣」を比較することで、「美女と野獣」の特徴を考察している。 
 終章は結論であり、「美女と野獣」に表れたボーモン夫人の女子教育に対する理念をまとめてい
る。 
 以上要するに本論文は、ボーモン夫人の女子教育教材に「美女と野獣」をはじめとするおとぎ
話が収録された背景を明らかにし、ボーモン夫人の教育理念を再評価するものである。本研究は、
ボーモン夫人研究はもとより、児童文学史、教育思想史、社会史、身体論など多分野にまたがる
優れて学際的な研究であって、人間社会情報科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
